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ポテ ン シ ャ ル 蒸発量 か ら灌漑農地 の 蒸発散量 の 推定 に つ い て

＊

徐 　健青 （地球環境 フ ロ ン テ ィ ア）

1 ．は じめに

　近藤 ・徐 （1997） に よ っ て 提案され たポ テ

ン シ ャ ル 蒸発 量は仮想的な湿潤 面 か らの 蒸発

量 と して定義され ，入力 に は全天 日射量 と下

向き長波放射量を用い るた め ， 地表面状態 に

は依存 し ない ．一
方，地表面熱 ・水収支の 多

くの 観測資料が蓄積 され て きた
。 近藤 （1998）

はポテ ン シ ャ ル 蒸発量 を利用 して ， 代表的な

植生地で ある森林 ， 草地 ，及 び水 田にお け る

既存の 観測資料を解析 し
， 無次元蒸発散量 （軸

蒸発量 との 比 fi／亀）と降水量及 び葉面指数 と

の 関係 を見 い だ し， 特別観測 を行 わ な くて も ，

ル ーチ ン 気象資料 と衛星観測などによ る植生

指数か ら各地 の蒸発散量 を推定す る方法を示

した 。 本研究で は ，中国西 北部の オ ア シ ス 張

掖の 小麦畑の フ ラ ッ ク ス 観測デー
タを利用 し

て ，灌漑農地の最近 20数年 の 蒸発散量，灌漑

量の季節 ・年 々 変化を推定 した
。

2 ．方法

原理 ：

　近藤 ・徐 （1997）の Ens ： 粗度 0．005　m
， ア

ル ベ ー
ド O．・06

， 射 出率 0．98 の 仮想的 な湿 潤

面 （蒸発効率 1） か らの 蒸発 量 顕熱 コ ン ダ

クタ ン ス と して ， g ．
　＝ 　Max［O．　0027 ＋ 0、0031あ，

0．0036（な
．T ）

1！3
］を用い る ．あは 高度 1m

での 値に変換 した風速，  は熱収支で 決ま る

地表面温 度 ， Tは 気温 であ る．地 中伝 導熱は 0

を仮定 し，入力放射か ら熱収支 を計算 した 。

デー タ ：

　娠 の 計算 に使用 したデー タは 、中国気象局

出版の 「地面 気象資料月 報」
［2］

で 、 日平均 ・

日最低 気温 ， 日平均風 速 を用 い た （期間は

1971〜 1993年）。 実蒸発量 は 、 Tsukamoto　et 　al ．

（1995）の Table　1か ら 1992− 1993の 張掖の 月

別蒸発散量 を気候値的に拡張 して 用い た。

3 ．結果

　 張掖の 無次元蒸発 散量は二 っ の グル ープ に

分けられ る。植物成長期 5 − 11A は蒸発散量

が大きい
。 冬の 12月か ら次 の 年の 4 月 まで ，

蒸発散量が小 さい （図を参照）。1971〜 1993年，

張掖の 年降水量は 72〜214  ，年 平均気温 は

6．3〜7，8℃ で 変化 して い た。そ の ため ，ポ テ

ン シ ャ ル 蒸発量は 1100〜 1350  ，蒸発散量は

454 〜 555mm で 変動 して い た。最小 限 な灌漑水

量 （蒸発 散 量 一降水量）は少 ない 年 で 260  ，

多い 年は 450  が必要で あ っ た 。
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